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平成24年12月定例会 提出議案とその結果

○
平
成
24
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
原
案
可
決
）

９
月
補
正
後
の
諸
情
勢
の
変
化

に
伴
う
各
種
経
費
の
見
直
し
に
加

え
、
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
、
新
た
に
補
正
措
置

す
る
も
の
で
、
予
算
の
総
額
を
２

４
８
億
４
４
８
４
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
民
相

談
費
に
お
い
て
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
啓
発
活
動
に
よ
る
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
や
相
談
業
務
な
ど

に
必
要
な
経
費
の
追
加
。
ま
た
、

基
金
費
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
実

施
を
予
定
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
創

出
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め
、
住

民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

拠
出
金
を
活
用
し
、
基
金
へ
の
積

立
金
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

民
生
費
で
は
、
制
度
改
正
に
伴

う
介
護
認
定
及
び
保
育
料
算
定
シ

ス
テ
ム
の
改
修
経
費
。
ま
た
、
障

害
者
福
祉
費
の
自
立
支
援
給
付
費

及
び
地
域
生
活
支
援
費
、
生
活
保

護
費
の
各
種
扶
助
費
。
さ
ら
に
行

田
オ
リ
ジ
ナ
ル「
な
が
ち
か
体
操
」

の
普
及
啓
発
費
、
総
合
福
祉
会
館

の
空
調
設
備
の
修
繕
費
用
の
計
上

で
す
。

衛
生
費
で
は
環
境
セ
ン
タ
ー

（
し
尿
処
理
施
設
）
に
お
い
て
電

気
料
値
上
げ
に
伴
い
、
不
足
額
が

生
じ
た
こ
と
に
よ
る
措
置
。

土
木
費
で
は
、
常
盤
通
佐
間
線

街
路
事
業
費
に
お
い
て
、
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
買
い
取
り
申
し
出
に
伴
う

測
量
費
用
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
賄
う
財
源
と

し
て
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
、
繰
越
金
な
ど
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

な
お
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
当
初
か
ら

業
務
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
長

期
継
続
契
約
に
該
当
し
な
い
清
掃

委
託
業
務
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
業
務
委
託
な
ど
７
事
業
の
債

務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
中
に
契
約
事
務
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の

円
滑
な
遂
行
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

補正予算

総
務
費
な
ど
補
正
総
額

４
億
２
２
７
７
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円
余
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